
「ゆかりの地海外派遣事業に随行して 」

大村市 地方創生推進室 永田 杏実

７市１町で構成される天正遣欧少年使節ゆかりの地では、毎年夏に中学生の交流事業を行

い、３年に一度は使節団の足跡をたどる海外派遣事業を実施しています。今年度はイタリア共

和国への派遣が行われ、大村市からも２名の生徒が参加しました。私も随行員として同行し、

現地で子どもたちが学び、成長していく姿を間近に見ることができました。

出発当日の早朝、集合場所に集まった子どもたちの表情には、眠気よりも期待と高揚感が

満ちていました。大きなスーツケースを抱えながら、家族に笑顔で手を振る姿からは、「いよい

よ自分たちが世界へ羽ばたくのだ」という強い決意が感じられました。自分の市町を代表して

参加するという誇りと責任がその瞳に宿り、その姿に私も胸が熱くなりました。

13時間を超える長時間のフライトを経て、イタリアに到着したのは夜でした。日本とは違う

湿度や空気の匂い、見慣れない外国語の標識、耳に入ってくる外国語での会話など、子どもた

ちは五感を研ぎ澄ませて、全身で異国を感じていました。長旅の疲れを感じさせないほどの高

揚感に包まれ、「本当に来たんだ」という実感がじわじわと湧き上がっていたようです。ホテル

で荷物を置くと、どこか安心した様子で、笑顔が一気に増えたように思います。この日はすぐ

に消灯時間とし、ゆっくりと身体を休めました。翌朝、子どもたちは時差の影響もあってか、予

定よりずっと早く目を覚ましていました。朝から散歩の提案を受け、皆で出かけました。昨日の

夜は見えなかったヨーロッパ特有の景色の美しさに感嘆の声を上げていました。異国の地で

迎える初めての朝は、これから始まる学びと出会いの幕開けを感じさせるものでした。

今回の派遣を通して、特に印象に残ったことが三つあります。

第一に、「代表としての自覚から生まれる主体性」です。どの視察地でも、子どもたちはガイ

ドの説明に熱心に耳を傾け、気づいたことを丁寧にメモし、疑問があれば積極的に質問をして

いました。バスでの移動中や食事の合間などにも学んだことを振り返るなど、互いに知識を共

有する姿が見られました。「ここで見たことを自分の市町に持ち帰りたい」と語るその姿には、

代表としての責任感と誇りがにじんでいました。その真剣な眼差しには、440年前、日本を代

表して旅立った天正遣欧少年使節たちの姿が重なり、歴史が今も生き続けていることを実感

しました。

第二に、「本物に触れることの力」です。中学生にとって世界史を学ぶ機会は限られています

が、実際に史跡や建造物を目にし、ガイドの話を聞きながら歩くうちに、子どもたちの表情は

どんどん変わっていきました。教科書で見た絵や年号が、現実の風景と結びつき、歴史が「生

きた物語」として立ち上がる瞬間でした。ある生徒は、前日に学んだ人物の名前を翌日の見学

先で見つけ、その関連に気づいて嬉しそうに話していました。まさに「百聞は一見にしかず」。

目で見て、心で感じた体験は、何よりも深く記憶に刻まれるものだと感じました。

第三に、「仲間との絆」です。今回の派遣には７市１町から 16名の生徒が参加しましたが、事

前研修はオンラインのみで、現地で初めて顔を合わせる生徒も多くいました。最初は緊張から
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なかなか話の弾まなかった子どもたちも、長い移動や共同生活を通して、次第に打ち解けてい

きました。慣れない環境の中でも互いに声をかけ合い、助け合う姿には温かい友情の芽生えを

感じました。最終日、空港で別れを惜しみながら再会を約束する姿には、短い期間ながらも確

かな絆が築かれたことが伝わってきました。

異国の風に吹かれながら歩いた街並み、荘厳な教会の鐘の音、見上げた青空、現地の方々と

交わした笑顔、そのすべてが学びであり、感動の連続でした。言葉の壁を越えて心を通わせる

喜びや、文化の違いを尊重し合う大切さを、子どもたちは身をもって感じ取っていました。彼

らの姿を見て、随行員としても誇らしく、そして心から頼もしく感じました。この経験は、きっと

それぞれの人生の中で光となり、将来の選択や挑戦を支える原点となるはずです。

今回の派遣事業が無事に実施できたのは、事務局である西海市をはじめ、関係者の皆さま

の多大なるご尽力のおかげです。心より感謝申し上げます。そして、この貴重な学びの機会が

今後も続き、未来を担う若者たちが世界へと羽ばたくきっかけとなることを、心から願ってお

ります。
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